


３ 四天王寺址の発掘調査

遺跡の概要 四天王寺の創建の経緯について『三国遺事』

によると、文武王９・１０年（６７０・６７１）に、唐高宗の新羅侵

略に対し、文武王が明朗法師の建言により、狼山南麓の

神遊林に寺を建て文豆婁秘法をおこなったところ、風雨

によって唐の軍船は全て沈没したという。その後、改め

て寺を造ったと伝える。『三国史記』文武王１９年（６７９）８

月条には「四天王寺成」とある。四天王寺址は戦前の調

査により、木塔を東西対称に配し金堂・講堂をもつ双塔

式伽藍配置であることが推定され、塔を中心に緑釉・褐

釉・無釉の四天王像を浮彫にした磚の断片が発見されて

いた。

今回の調査では寺域の西側を中心に調査区を設定し、

西木塔・西回廊・西軒廊などを検出した。

西木塔（図１９） 調査では西木塔を全面的に発掘した。基

壇は風化岩盤が混じる砂質土と大きな割石を互層に積み

上げ、版築状に盛土している。そして、基壇上面の礎石

位置を掘り下げ、底部に根石を詰めた後、方形柱座を造

り出した礎石と心礎を据えている。基壇外周には幅１．３

�の犬走り（塔区）を設けている。基壇外装は地覆石上

に、隅柱と束柱を立て、木口に唐草文をもつ長方形磚を

その間に充填した構造である。長方形磚は最も良好な部

分では３段が残る。また、木塔の四面中央には階段を設

けるが、西面階段とりつき部の北側では、緑釉四天王像

磚の一部が地覆石上に設置された状態で原位置を保って

出土した（図２０）。従来不明であった四天王像磚の使用状

況が明らかになった点は大きな成果である。

基壇規模を復元すると、一辺の最大幅９．９�、塔区を

含めると１２．４�であり、基壇の高さは１．４�ほど、階段

幅は２．４５�ほどである。

西回廊・軒廊 金堂から東西に延び、回廊に接続する西

軒廊を確認した。従来の伽藍復元では、軒廊は想定され

ておらず、今回の発掘調査で存在が明らかになった。桁

行９間、梁行１間である。柱間寸法は２．５～２．６�で東西

距離は２１．０～２１．４�である。礎石は全て失われていた

が、根石を良好に残し、その石材は大部分が割石であっ

たが、部分的に大きな自然石を使用している。

西回廊は軒廊と直角に交差し、南北方向に繋がる状態

が検出できた。軒廊とりつき部の北側で、東西に横切る

排水路が確認された。底に外側へ傾斜する石を敷き、両

側面に磚を積んでいる。

回廊基壇外側では、高麗時代中期以降と見られる建物

址が発見され、四天王寺廃絶後の姿が分かる。ここから

は統一新羅時代の鴟尾が出土している。

４ おわりに

両遺跡ともに遺物整理の途中であり、遺跡全体の詳細

な検討やその解釈については今後の課題である。日韓発

掘調査交流においては、発掘現場における研究交流を中

心に据え、日韓都城制の比較をはじめとする共同研究を

進めていく予定である。次年度以降も、両国研究者間の

活発な意見交換を通じて、日韓交流の持続的発展と研究

の深化が望まれる。 （小田裕樹）
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図２０ 緑釉四天王像磚出土状況

図１９ 四天王寺址西木塔全景（南から）
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